
令和６年３月 21 日（木） 

Web 会議システムによる開催 

 

令和５年度 第２回 練馬区立学校（園）における教員の働き方改革推進委員会 

 

１ 開会 

 

２ 委員長あいさつ 

 ・オンライン開催へのご協力に感謝申し上げる。 

 ・前回の委員会では、令和６年度から行う３点の取組について説明した。 

 ・本日は令和６年度から行う３点の取組について、各学校園における保護者の受け止め

について、お話しいただくとともに、令和６年度に向けた各学校園での取組について

も共有していただきたい。 

 ・教育委員会としては、これまでの結果を踏まえ、次年度中に平成 31 年３月に策定した

「練馬区立学校（園）における教員の働き方改革推進プラン」の改定を行いたいと考

えている。 

・本日は、案段階の資料を配付しているので、忌憚のない意見をいただきたい。 

 

３ 協議 

（１）令和６年度からの取組について 

 ○事務局の説明 

・資料１および資料２に基づいて説明 

 

 ア 保護者の受け止め 

  ○主な意見 

  【自動応答メッセージ】 

   ・18 時 30 分だと部活動後に自宅に帰宅していないため、どうにかならないかとの

意見が１件あった。 

 

  【通知表の所見】 

   ・子供の良さを伝えてほしいという意見が 1 件あった。 

   ・所見の代わりに、個人面談を６月と 11 月に行うことについて、肯定的な意見が１

件あった。 

   ・特別支援学級も年度末 1 回の所見となり、今後保護者から意見が出る可能性があ

る。 

 

  【土曜授業日の見直し】 

   ・特になし。 

 

  



 イ 各学校での取組 

  ○主な意見 

  【勤務時間・教育活動について】 

   ・幼稚園でも、次年度より閉庁日を設定する。 

・勤務時間より早く出勤する教員が多いため、意識の向上を図る。 

   ・１時間目の開始を 10 分早め、部活動終了時刻を早くする。（中学校） 

   ・学年ごとの教科担任制の実施を拡充する。（小学校） 

・清掃活動を週に２回とする。（回数を減らす） 

・２、３年生の校外学習は実施しない。 

・土曜授業日は、行事と絡めて実施する予定である。 

 

  【保護者への連絡について】    

・sigfy の導入により出欠席の把握がスムーズになった。配布物もできるだけ sigfy

で行うようにしている。 

   ・sigfy はＡ４版だと読みづらいので工夫が必要である。 

   ・学校だよりや学年だよりを sigfy にした。 

   ・大事な連絡は、紙ベースでも配布している。 

・教員も時間外に電話をなるべく保護者にかけない意識の向上が必要である。 

 

  【部活動について】 

   ・水泳部を募集停止し、地域のクラブに所属するよう依頼する。 

   ・将来的には、現在の 11 部活を 6 部活程度に統合する予定である。 

   

  【その他】 

   ・学校予算で複合機を購入した。大変便利である。 

   ・採点システムが以前のものより使いづらい。 

 

 ウ 教育委員会への要望 

  ○主な意見（「⇒」は事務局の回答） 

   ・副園長の業務が多い。副園長を補佐する会計年度任用職員の配置を希望する。 

   ・文部科学省と練馬区における働き方改革の整合性をとってほしい。 

   ・様々な部署からのお知らせを電子化して送付してほしい。 

    ⇒庁内でも働きかけを進めていく。 

   ・学校生活支援員や産休育休代替教員などの人材探しに時間がかかる。 

    ⇒東京都がシステムを構築した。そのシステムの周知が進んでいないため、そこ

から始める。 

   ・部活動指導員を多く配置してほしい。 

   ⇒地域移行との関連もある。現在、生徒、保護者、教員にアンケートを実施し、結

果をまとめている。結果を基に、今後の方針を庁内他部署と連携して進めていく。 

   ・施設開放をシルバーに移行してほしい。 



    ⇒現在、校長会から各学校にアンケートを実施している。アンケート結果を基に、

今後検討を進めていく。 

   ・様々な公簿（週案、出席簿）をタブレット等で作成できるようにしてほしい。 

・電子帳簿の整理等を推進していただきたい。 

    ⇒指導要録と健康診断表の電子化に向けた庁内調整を行っている最中である。 

 

（２）練馬区立学校（園）における教員の働き方改革推進プランの改定について 

 ○事務局の説明 

  ・資料３に基づいて説明 

 ○主な意見 

  ・特になし 

 

（３）その他 

  ・特になし 

 

４ 事務連絡 

・本会をもって今年度の委員会は、終了となる。 

・次年度の第１回では、本日の意見を踏まえ、推進プランの改定案についてご協議いた

だく予定である。 

 

５ 閉会 

 

※傍聴人は１名 


